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 自治労網走地方本部 

青年部幹事会 

祝 紋別ブロック学習会開催！ 

昨年の 12 月 10 日、遠軽町基幹センターで、紋別

ブロック学習会が開催されました。学習会には、網

走地方本部のうち、紋別ブロックに所属する７市町

村と網走地方本部の青年部役員あわせて 23 名が参

加し、「模擬団体交渉」で熱い議論が交わされました。 
 

みんなで意思統一！模擬団交！ 

 模擬団交では、まず、参加者が４つのグループに

分かれ、交渉テーマをくじ引きで決定しました。そ

の後、約１時間の準備タイムの中で各々、交渉材料

を集めた後、執行部役員が扮する「極悪(？)当局」を

相手に、自分たちの仕事や生活環境を向上させるた

めに意見をぶつけました。その結果、全面的に改善

を勝ち取ったグループや、部分的に譲歩させること

に成功したグループなど様々な結果となり、貴重な

経験を積むことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交渉の作戦を練る様子 
 

 

提案１ 休暇制度の改善を勝ち取る！ 
 仮想市役所では、夏季休暇が周辺の市町村と比べ

て極端に少ない状況にあり、休暇制度の拡大を求め

た。 
 
提案２ トイレの改善を勝ち取る！ 
 仮想市役所内のトイレの洋式化実現や、悪臭など

の劣悪な環境の改善を求めた。 
 
当局提案１ 自動車通勤の禁止を阻止する！ 
 当局より、職員の交通違反や交通事故が増加傾向

である事を鑑み、自動車での通勤を原則禁止とする

提案がなされた。それに対し、組合として職員の通

勤状況などの状況を考慮した上で、反対の立場を伝

えるものであった。 
 
当局提案２ 職員公宅の廃止を阻止する！ 
 近年、仮想市役所の職員公宅を利用する職員が減

少している状況であることと、修繕費の節約の為に

職員公宅を廃止する提案がなされた。そこで、既存

で職員公宅に住む組合員のために一丸となり、阻止

するための交渉に臨んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

模擬団体交渉で不満な表情の組合

自治労網走地方本部青年部

網走地本青年部ニュース 

理不尽な要求は突然に！？～あなたはどうする？～ 

 

 



 

参加者の感想 

 ブロック学習会の参加者からは「過去に参加した

ものと、全く違うものでした。ブロック学習会中、

フルに頭を使わねばならず、大きな緊張感と達成感

と疲労感を味わうことができました。」といった充実

感や、「作戦を練る時間が少なく、もう少し時間をか

ければ当局を完全に叩きのめすことも可能だったと

思います。」といった悔しさが聞かれました。 
 一方の学習会執行者側からは、「始めての準備ばか

りで、不安もありましたが、概ね成功だったように

思います。次回もぜひ参加してください。」との意見

が聞かれました。 
 

編集後記 

 今回のブロック学習会についての教宣作成は、紋

別市労連青年部が担当しました。慣れない作業で、

拙い文章の箇所も見受けられるかと思いますが、少

しでも学習会の意義や楽しさが伝われば幸いです。

また、参加者の一人としても、凄く楽しむことがで

きましたので、執行者さんの感想にもあるように、

次回のブロック学習会にも是非、多くの組合青年部

の方に参加してほしいと思います。 
最後に、貴重な時間を使って学習会を企画した執

行者さん達へ、この場借りて、お礼を申し上げます。

ありがとうございました。そして、お疲れ様でした。 
以上、最後までご高覧いただいた貴方にも感謝の

気持ちを持ちつつペンを置きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明を受ける参加者達 

 
 
 
 
 
 
 
 
           回答に困る極悪当局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   極悪当局の boss 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
          学習会終了後の交流会の様子 
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